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(57)【要約】
　本開示は光欠乏環境で照明を制御するための方法、シ
ステム及びコンピュータプログラム製品に及ぶ。本開示
は一般に、電磁気センシング及び電磁気センサに関し、
より具体的には、シーンを照明するように構成されたエ
ミッタが伝達できる電磁エネルギーの量を一定に制御す
ることに関する。本開示の特徴及び利点は、以下に続く
説明に記載され、この説明によりある程度明らかになり
、また過度の実験なしに本開示の実施によって知ること
ができる。



(2) JP 2016-514499 A 2016.5.23

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　急速なデューティサイクルを有する内視鏡デバイスで使用するための照明システムであ
って、
　光エミッタと、
　光ファイバケーブルと、
　前記光エミッタから放出された光エネルギーを感知するように前記光ファイバケーブル
に配設された電磁センサと、
　前記電磁センサ及び前記光エミッタと電子通信する制御回路と、を備え、
　前記制御回路が、前記光エミッタによって生成される前記光ファイバケーブルの電磁エ
ネルギーに対応する、前記電磁センサによって生成された信号に反応して前記光エミッタ
のデューティサイクルを制御する、照明システム。
【請求項２】
　前記電磁センサがフォトダイオードである、請求項１に記載の照明システム。
【請求項３】
　前記光エミッタが複数のレーザーエミッタを含むレーザーエミッタである、請求項１に
記載の照明システム。
【請求項４】
　前記複数のレーザーエミッタが複数の波長を放出する、請求項２に記載の照明システム
。
【請求項５】
　それぞれが前記複数の波長の１つに対応する複数の電磁センサを更に含む、請求項４に
記載の照明システム。
【請求項６】
　前記電磁センサが、前記複数のレーザーエミッタのそれぞれを独立して感知することが
できる、請求項５に記載の照明システム。
【請求項７】
　前記電磁センサと電子通信する演算増幅器回路を更に含む、請求項１に記載の照明シス
テム。
【請求項８】
　光欠乏環境で使用するためのシステムであって、
　内視鏡と、
　光照明システムとを備え、前記光照明システムが、
　光エミッタと、
　光ファイバケーブルと、
　前記光エミッタから放出された光エネルギーを感知するように前記光ファイバケーブル
に配設された電磁センサと、
　前記電磁センサ及び前記光エミッタと電子通信する制御回路と、を備え、
　前記制御回路が、前記光エミッタによって生成される前記光ファイバケーブルの電磁エ
ネルギーに対応する、前記電磁センサによって生成された信号に反応して前記光エミッタ
のデューティサイクルを制御し、
　前記内視鏡と前記光照明システムとが動作中のタイミングに関して同期している、シス
テム。
【請求項９】
　前記電磁センサがフォトダイオードである、請求項８に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記光エミッタが複数のレーザーエミッタを含むレーザーエミッタである、請求項８に
記載のシステム。
【請求項１１】
　前記複数のレーザーエミッタが複数の波長を放出する、請求項１０に記載のシステム。
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【請求項１２】
　それぞれが前記複数の波長の１つに対応する複数の電磁センサを更に含む、請求項１１
に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記電磁センサが前記複数のレーザーエミッタのそれぞれを独立して感知することがで
きる、請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記電磁センサと電子通信する演算増幅器回路を更に備える、請求項８に記載のシステ
ム。
【請求項１５】
　急速なデューティサイクルを有する照明システムであって、
　光エミッタと、
　光ファイバケーブルと、
　前記光エミッタから放出された光エネルギーを感知するように前記光ファイバケーブル
に配設された電磁センサと、
　前記電磁センサ及び前記光エミッタと電子通信する制御回路と、を備え、
　前記制御回路が、前記光エミッタによって生成される前記光ファイバケーブルの電磁エ
ネルギーに対応する、前記電磁センサによって生成された信号に反応して前記光エミッタ
のデューティサイクルを制御する、照明システム。
【請求項１６】
　前記電磁センサがフォトダイオードである、請求項１５に記載の照明システム。
【請求項１７】
　前記光エミッタが複数のレーザーエミッタを含むレーザーエミッタである、請求項１５
に記載の照明システム。
【請求項１８】
　前記複数のレーザーエミッタが複数の波長を放出する、請求項１６に記載の照明システ
ム。
【請求項１９】
　それぞれが前記複数の波長の１つに対応する複数の電磁センサを更に含む、請求項１８
に記載の照明システム。
【請求項２０】
　前記電磁センサが、前記複数のレーザーエミッタのそれぞれを独立して感知することが
できる、請求項１９に記載の照明システム。
【請求項２１】
　前記電磁センサと電子通信する演算増幅器回路を更に含む、請求項１５に記載の照明シ
ステム。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　技術の進歩が医療用途の撮像能力における進歩をもたらしてきた。いくつかの最も有益
な進歩を享受してきた１つの領域としては、内視鏡を構成する部品の進歩による内視鏡外
科手術の領域がある。
【０００２】
　本開示は一般に、電磁気センシング及び電磁気センサに関し、より具体的には、シーン
を照明するように構成されたエミッタが伝達できる電磁エネルギーの量を一定に制御する
ことに関する。本開示の特徴及び利点は、以下に続く説明に記載され、この記載によりあ
る程度明らかになり、また過度の実験なしに本開示の実施によって知ることができる。本
開示の特徴及び利点は、添付の特許請求の範囲において特に指摘された機器及び組み合わ
せによって実現し、得ることができる。
【図面の簡単な説明】
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【０００３】
　本開示の非限定的かつ非網羅的な実装は、以下の図を参照して記載され、同じ参照番号
は、特に指示がない限り、さまざまな図を通して同じ部品を参照する。本開示の利点は以
下の説明及び添付の図面を参照してより理解されるであろう。
【図１】本開示の原理及び教示による照明システムの光制御装置の一実施形態を示す。
【図２】本開示の原理及び教示による照明システムの光制御装置の一実施形態を示す。
【図３】本開示の原理及び教示によりなされた光欠乏環境での画像の生成に使用するため
の、動作している一組のセンサと電磁エミッタとからなるシステムの概略図である。
【図４】本開示の原理及び教示による電磁エミッタの一実施形態における動作のグラフ表
示である。
【図５】本開示の原理及び教示による露出制御を行うために放出された電磁パルスの持続
時間及び振幅を変化させるグラフ表示である。
【図６】本開示の原理及び教示によるハードウェアの一実施形態を示す。
【図７】本開示の原理及び教示による複数のレーザーエミッタを有するシステムの一実施
形態を示す。
【発明を実施するための形態】
【０００４】
　本開示は、主として医療、産業、海洋及び自動車用途に適し得るデジタル撮像のための
方法、システム、及びコンピュータベースの製品にまで及ぶ。本開示の以下の説明では、
本明細書の一部を形成し、かつ本開示を実施することができる特定の実装の例示として示
す添付の図面を参照することができる。本開示の範囲から逸脱せずに他の実装を利用でき
、かつ構造的変更を行うことができることと理解してよい。
【０００５】
　本開示では、光パルスが利用可能な唯一の光源である光制御された環境において特定の
許容範囲に保たれる光パルスの出力光エネルギーを制限するために、レーザー又は他の光
システムなどの単一又は複数の発光システムの持続時間を制御するのに使用可能な少なく
とも一実施形態を記載する。簡略化のため、本開示では光エミッタの例示的実施形態とし
てレーザーを使用することを理解されたい。しかし、光エミッタは、本開示の範囲を逸脱
しない限り、レーザー、ＬＥＤ又は他の光源を含む任意の光源であってもよいことを理解
されたい。
【０００６】
　一実施形態は、マイクロコントローラと、ＦＰＧＡと、ＡＳＩＣと、ハードウェアと、
ソフトウェアと、ＩＳＰと、デジタル撮像のための同様のサポート回路とを含むことがで
きるカメラ制御ユニットを備える、光欠乏環境内でデジタル撮像のためのシステムを含む
ことができる。
【０００７】
　このシステムは、このＣＣＵに接続された制御可能な光源を更に含むことができ、この
ＣＣＵは、有効／無効、電力レベル、光レベル、オン／オフ、及びこの制御可能な光源の
出力のその他の制御を制御することができる。光源は、レーザー及び発光ダイオードなど
のデジタル光源を含むことができ、またアナログ光源を含むこともできる。
【０００８】
　このシステムは、シーンからの反射光を検出し、デジタル化し、ＣＣＵにデータを送信
することができる撮像センサを更に含むことができる。
【０００９】
　センサのダイナミックレンジを最大化するために、又はエンドユーザが望む所望のシー
ン応答を得るために、取得されたシーンが所望の映像露出レベルを維持することを確実に
するために、カメラ動作中、ＰＩＤ制御アルゴリズムを実行することができる。この制御
アルゴリズムは一般的に自動シャッター制御（ＡＳＣ）として知られている。いくつかの
実施形態では、レーザーパルスなどのそれぞれの光パルスを、測定された露出レベルと比
較して、所望の露出レベルの誤差測定値に比例して調整することができる。画素アレイ（
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ＰＡ）から画素のすべて又は画素の一部の平均画素値を使用して、光パルスを測定するこ
とができる。ＡＳＣは、画質に影響を与えないためにいくらかの特定の時間内に所望の設
定値を得ることを確実にする持続時間及び／又は強度の光パルスを生成するように、調整
を要求することができる。
【００１０】
　一実施形態では、光源は、ＡＳＣアルゴリズムの要求を満たすために特定の光レベルを
一貫して供給することが必要とされるであろう。この範囲は、用途の精度要件に応じて、
２～２ｎビットの任意の範囲をとることができる。しかしながら、画質の劣化及び／又は
エンドユーザがシステムを使用できなくなることの原因となる光のちらつき、画像の乱れ
、若しくはその他の望ましくない効果につながるＡＳＣアルゴリズムの精度要求を光源が
満たすのを妨げる恐れがある、ウォームアップ要件、光エミッタそれぞれ若しくはレーザ
ーそれぞれにおける温度の変化、ボックス内の温度、製造欠陥、又はレーザーなどの光エ
ミッタ及び電気デバイスに関連するその他の典型的な問題により、この光源に対して問題
が生じることがある。ユーザエクスペリエンスを満足させるように機能的仕様要件及び性
能要件を満たすのを確実にするための解決法が必要とされている。
【００１１】
　一実施形態では、光検出素子は、フォトダイオード又は別の光検出素子であってもよく
、リアルタイムで、典型的には１ｍｓ未満で光エネルギーを積算するために、レーザーな
どの光エミッタそれぞれから来る、個々のファイバチャネル上でのエネルギー伝送を読み
取るように構成され得る。それぞれのレーザーは、このレーザーから光出力に接続された
０．０５ｍｍ～０．５ｍｍの範囲にある単一のファイバを有することができる。レーザー
は波長と電力を変えることができ、用途の必要性を満たすように選択することができる。
フォトダイオードなどの光検出素子は、通過するファイバに取り付けられ、又はそれに向
けられてもよく、ＡＥＣによって要求された所定の所望の光レベルを含むコンピュータメ
モリから読み出されたレジスタ又は変数と比較され得る独立したフィードバックを提供す
る。このシステムは一旦光エネルギーレベルが得られると、所望の画質を保持するために
レーザーの遮断、又は無効を確保にすることができる。
【００１２】
　一実施形態は、個別に単一ファイバに向けられる、多数のファイバの電磁エネルギーを
感知する単一のフォトダイオード、又はフォトダイオード若しくはその他の光検出素子な
どの光検出素子を含むことができる。用途において精度要件を満たすことを確実にするた
め、ユーザ又はシステムは、このフィードバックを較正する必要がある場合があることも
理解されたい。図１に、２つのレーザーを示す実施例を示す。
【００１３】
　一実施形態では、フォトダイオードなどの光検出素子が、レーザーモジュールそれぞれ
の内部に配置され得るので、フォトダイオードなどの複数の検出素子を有するシステムが
存在し得る。レーザーモジュール１５５は、典型的には、通常１０個以上の個々のレーザ
ーダイオード含む直線アレイ（図７に示すように）、又は他の幾何学的パターンで配置さ
れた複数のレーザーを備えるので、レーザーモジュールの高精度の光出力を確保するため
に、例えば、１個又は２個と同じくらい少ない、レーザーの出力のごく一部を検出素子１
６０又は任意のデバイスに向けることができれば、これは、所望の基準電圧値又は所望の
基準電流値に対して検出素子からの光出力測定値を比較する差動増幅器とともに使用可能
な１個、２個又はＮ個のレーザーダイオードの光出力量を決定することになる電圧値又は
電流値に光を変換することができる。次に、この回路は、所望の出力光レベルが所望の精
度レベルを満たすことを確保しながら、レーザーモジュールのバイアス電流（又は電圧）
に直接フィードバックを付与することができる。図２に実施例を示す。
【００１４】
　図２に示すように、一実施形態は、ファイバオプティックス２０７を使用して結合され
る一束のレーザーエミッタ２０５を含むことができる。このシステム２００は、レーザー
束２０５のレーザーの１つの出力を感知する光検出素子、又は電磁気センサ２１０を更に
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含むことができる。また、フィードバックはまた、レーザーモジュールの特定の構成に組
み込まれた光周波数ダブラ又は演算増幅器回路２１５を使用して適用することができる。
非限定的な実施例では、緑色又は青色レーザーモジュールは、このデバイスから利益を得
ることができる用途において使用することができる。
【００１５】
　一実施形態では、光出力の精度レベルは、用途の要件に応じて０．０１％～１０％とす
ることができる。
【００１６】
　図３は、光欠乏環境での画像の生成に使用するための動作している一組のセンサ３０５
と電磁エミッタの概略図を示す。かかる構成により、光が制御された環境又は周囲光欠乏
環境において機能を向上させることができる。本明細書で使用されるとき、用語「光」は
、粒子と波長の両方であり、画素アレイによって検出可能な電磁放射線を意味するものと
し、電磁放射線の可視スペクトル及び非可視スペクトルの波長を含む場合があることに留
意されたい。用語「隔壁」は、全体のスペクトル未満である電磁スペクトルの所定の範囲
の波長、換言すれば、電磁スペクトルの一部を構成する波長を意味するように本明細書に
おいて使用される。エミッタは、放出される電磁スペクトルの一部、発光の強度、若しく
は発光の持続時間、又はこれら３つのすべてについて制御可能な光源とすることができる
。エミッタは、任意のディザ処理された、拡散された、又はカラム化された発光で光を放
出することができ、デジタル方式で、又はアナログ方法若しくはアナログシステムを介し
て制御され得る。
【００１７】
　画像センサの画素アレイ３０５は、エミッタ３１０と電気的に組にすることができるの
で、発光を受け取るとともに、システム内で行われた調整のために、これらは動作中に同
期される。図３からわかるように、エミッタ３１０は、レーザーの形態で電磁放射を放出
するように調整することができ、これは物体を照明するためにパルス化され得る。エミッ
タ３１０は画素アレイ３０５の動作及び機能に対応した間隔でパルスにすることができる
。エミッタ３１０は、複数の電磁隔壁で光をパルスにすることができるため、画素アレイ
は電磁エネルギーを受け取り、特定の電磁隔壁それぞれに（遅れずに）対応するデータセ
ットを生成する。例えば、図３は、任意の波長の電磁放射に対して単に感受性があるモノ
クロ画素アレイ（白及び黒）３０５を有するシステムを示す。図面に示された光エミッタ
は、緑色電磁隔壁、青色電磁隔壁、及び赤色電磁隔壁を任意の所望の順序で放出可能なレ
ーザーエミッタ３１０とすることができる。本開示の範囲を逸脱しないで、他の光エミッ
タ、例えば、デジタルアナログベースのエミッタ又はアナログベースのエミッタを図３に
おいて使用することができることを理解されたい。動作中、任意の個々のパルスに対して
モノクロセンサによって生成されたデータは、特定のカラー隔壁を割り当てられ、この割
り当てはエミッタからのパルスカラー隔壁のタイミングに基いている。画素はカラー専用
でなくても、タイミングに基づいた任意の所与のデータ・セットに対してカラーを割り当
てることができる。一実施形態では、または、赤色パルス、緑色パルス、青色パルスを表
す３つのデータセットを、単一の画像フレーム３２０を形成するのに組み合わせることが
できる。本開示は、任意の特定の色の組み合わせ又は任意の特定の電磁隔壁に限定されず
、赤色、緑色及び青色の代わりに、開示の範囲を逸脱することなく、すべての可視波長及
び非可視波長を含む、シアン、マゼンタ、及びイエロー、紫外線、赤外線、又は任意の他
の色の組み合わせなどの任意の色の組み合わせ又は任意の電磁隔壁を使用することができ
ることを理解されたい。図では、撮像される物体は、赤色部分と、緑色部分と、青色部分
とを含有する。図に示すように、電磁パルスからの反射光は、パルス化されたカラー隔壁
に対応する特定の色を有する物体の一部に対するデータのみを含有する。また、これらの
別々の色（又は色間隔）のデータセットは、データセットを結合することによって画像を
再構成する３２５のに使用することができる。
【００１８】
　図４は、電磁エミッタの一実施形態の動作をグラフィカルに示す。エミッタは、センサ
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のサイクルに対応するように時間を決めることができるので、電磁放射はセンサ動作サイ
クル内及び／又はセンサ動作サイクルの一部の間で放出される。一実施形態では、エミッ
タはセンサ動作サイクルの読み出し部分の間でパルスすることができる。一実施形態では
、エミッタはセンサ動作サイクルのブランキング部分の間でパルスすることができる。一
実施形態では、エミッタは２つ以上のセンサ動作サイクルの部分の間の持続時間にパルス
することができる。一実施形態では、エミッタはブランキング部分の間、又は読み出し部
分のオプティカルブラック部分の間でパルスを開始し、読み出し部分の間、又は読み出し
部分のオプティカルブラック部分の間で終了することができる。上記の任意の組み合わせ
は、エミッタのパルスとセンサのサイクルが一致する限り、本開示の範囲内に該当するよ
うに意図されることを理解されたい。
【００１９】
　図５は、露出を制御するために放出された電磁パルスの持続時間及び大きさを変えるこ
とをグラフィカルに表す。一定の出力振幅を有するエミッタは、必要とされる電磁エネル
ギーを画素アレイに付与するための間隔で、図３に関連して上記したサイクルのいずれか
の間にパルス化され得る。一定の出力振幅を有するエミッタは、より長い間隔でパルス化
することによって、より大きな電磁エネルギーを画素に付与することができ、又は、この
エミッタは、より短い間隔でパルス化することによって、より小さい電磁エネルギーを付
与することができる。長い間隔か、又は短い間隔が必要かどうかは、動作条件に依存する
。
【００２０】
　エミッタが一定の出力振幅をパルス化する時間の間隔を調整するのとは対照的に、発光
自体の振幅を、より大きな電磁エネルギーを画素に付与するために増加することができる
。同様に、パルスの振幅を縮小させると、より小さい電磁エネルギーが画素に与えられる
。システムの一実施形態は、必要であれば、振幅及び持続時間の両方を同時に調整する能
力を有することができることを留意されたい。また、センサは、最適な画像品質に必要な
感度及び持続時間を増加させるように調整され得る。
【００２１】
　本開示の実装では、以下で詳細に記載するように、例えば、１つ又は２つ以上のプロセ
ッサ及びシステムメモリなどのコンピュータハードウェアを含む専用又は汎用コンピュー
タを備え、又は利用することができる。本開示の範囲内の実装では、コンピュータ実行可
能命令及び／又はデータ構造を実行又は格納するための物理的でかつ他のコンピュータ読
み取り可能媒体も含むことができる。かかるコンピュータ読み取り可能媒体は、汎用又は
専用コンピュータシステムによりアクセス可能な任意の入手可能な媒体であってもよい。
コンピュータ実行可能命令を格納するコンピュータ読み取り可能媒体は、コンピュータ記
憶媒体（デバイス）であってもよい。コンピュータ実行可能命令を伝えるコンピュータ読
み取り可能媒体は、伝送媒体であってもよい。したがって、限定されない例として、本開
示の実装では、少なくとも２つの明確に異なる種類のコンピュータ読み取り可能媒体、す
なわちコンピュータ記憶媒体（デバイス）と伝送媒体とを含むことができる。
【００２２】
　コンピュータ記憶媒体（デバイス）としては、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－
ＲＯＭ、ソリッドステートドライブ（「ＳＳＤ」）（例えば、ＲＡＭに基づく）、フラッ
シュメモリ、相変化メモリ（「ＰＣＭ」）、他の種類のメモリ、他の光ディスク記憶装置
、磁気ディスク記憶装置、又は他の磁気ストレージデバイス、又はコンピュータ実行可能
命令又はデータ構造の形態の所望のプログラムコード手段を格納するのに使用可能で、か
つ汎用又は専用コンピュータによってアクセス可能な任意の他の媒体が挙げられる。
【００２３】
　「ネットワーク」は、コンピュータシステム及び／又はモジュール及び／又は電子デバ
イス間の電子データの移送を可能にする１つ又は２つ以上のデータリンクとして定義する
ことができる。一実装では、センサ及びカメラ制御ユニットは、互いに、かつ、これらが
接続され得るネットワークを介して接続された他の構成部品と通信するために、ネットワ
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ーク化されてもよい。情報がネットワーク又は別の通信接続（有線、無線、又は有線若し
くは無線の組み合わせのいずれか）を介してコンピュータに転送又は提供されるとき、コ
ンピュータはこの接続を伝送媒体として適切に見なす。伝送媒体は、コンピュータ実行可
能命令又はデータ構造の形態の所望のプログラムコード手段を伝えるのに使用可能で、か
つ汎用又は専用コンピュータによってアクセス可能なネットワーク及び／又はデータリン
クを含むことができる。上記の組み合わせも、コンピュータ読み取り可能媒体の範囲内に
含まれるべきである。
【００２４】
　更に、さまざまなコンピュータシステムの構成部品に達すると、コンピュータ実行可能
命令又はデータ構造の形態のプログラムコード手段を、伝送媒体からコンピュータ記憶媒
体（デバイス）まで（またその逆に）自動的に転送することができる。例えば、ネットワ
ーク又はデータリンクを介して受信されるコンピュータ実行可能命令又はデータ構造は、
ネットワークインタフェースモジュール（例えば、「ＮＩＣ」）内のＲＡＭにバッファリ
ングされ、その後、最終的にコンピュータシステムにおいてコンピュータシステムのＲＡ
Ｍ及び／又は揮発性の低いコンピュータ記憶媒体に転送され得る。ＲＡＭはまた、ソリッ
ドステートドライブ（ＳＳＤ又は、ＦｕｓｉｏｎＩＯなどのＰＣＩｘベースのリアルタイ
ムメモリ階層型ストレージ）を含むことができる。したがって、コンピュータ記憶媒体（
デバイス）は、伝送媒体も利用する（又は主に利用する場合もある）コンピュータシステ
ムの構成部品に含まれ得ることを理解されたい。
【００２５】
　コンピュータ実行可能命令は、例えば、プロセッサで実行された時、汎用コンピュータ
、専用コンピュータ、又は専用処理デバイスに特定の機能又は機能のグループを実行させ
る命令及びデータを含む。コンピュータ実行可能命令は、例えば、バイナリ、アセンブリ
言語などの中間フォーマット命令、又はソースコードであってもよい。本主題を、構造的
特徴及び／又は方法論的行為に特有の言語で記載してきたが、添付される特許請求の範囲
で定義される本主題が、上記の記載された特徴又は行為に必ずしも限定されないことを理
解されたい。むしろ、記載された特徴及び行為は、特許請求の範囲を実施する例示的形態
として開示されるものである。
【００２６】
　当業者は、パーソナルコンピュータ、デスクトップコンピュータ、ラップトップコンピ
ュータ、メッセージプロセッサ、制御ユニット、カメラ制御ユニット、ハンドヘルドデバ
イス、ハンドピース、マルチプロセッサシステム、マイクロプロセッサベース又はプログ
ラマブル消費者エレクトロニクス、ネットワークＰＣ、ミニコンピュータ、メインフレー
ムコンピュータ、携帯電話、ＰＤＡ、タブレット、ページャ、ルータ、スイッチ、さまざ
まな記憶デバイスなどを含む、多くの種類のコンピュータシステム構成を有するネットワ
ークコンピューティング環境で本開示を実施することができることを理解するであろう。
上述したコンピューティングデバイスのいずれかはブリック（brick）アンドモルタル（m
ortar）位置によって提供され、ブリックアンドモルタル位置内に位置されてもよいこと
を留意されたい。本開示は、ネットワークを介して（有線データリンク、無線データリン
ク、又は有線及び無線データリンクの組み合わせのいずれかによって）リンクすることが
できるローカルコンピュータシステムとリモートコンピュータシステムの両方がタスクを
実行する分散システム環境でも実施することができる。分散システム環境では、プログラ
ムモジュールは、メモリ記憶デバイスを含むローカル及びリモートメモリ記憶デバイスの
両方に配置されてもよい。
【００２７】
　更に、適切な場合、本明細書に記載される機能を、ハードウェア、ソフトウェア、ファ
ームウェア、デジタル構成部品、又はアナログ構成部品のうちの１つ又は２つ以上で実行
することができる。例えば、１つ又は２つ以上の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）又は
フィールド・プログラマブル・ゲート・アレイは、本明細書に記載する１つ又は２つ以上
のシステム及び手続きを実行するようにプログラムすることができる。以下の説明及び特
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許請求の範囲の全体にわたって特定のシステム構成要素を指すためにいくつかの用語が使
用される場合がある。当業者には理解されるように、構成要素を異なる名称で呼んでいる
場合がある。本明細書は、名称は異なるが機能は異ならない構成要素を区別することは意
図していない。
【００２８】
　図６は、例示的なコンピューティングデバイス６００を示すブロック図である。コンピ
ューティングデバイス６００は、本明細書に説明した手順などのようなさまざまな手順を
実行するために使用することができる。コンピューティングデバイス６００は、サーバー
、クライアント又は任意の他のコンピューティングエンティティとして機能することがで
きる。コンピューティングデバイスは、本明細書で説明したようなさまざまな監視機能を
実行することができ、本明細書に記載したアプリケーションプログラムなどの１つ又は２
つ以上のアプリケーションプログラムを実行することができる。コンピューティングデバ
イス６００は、デスクトップコンピュータ、ノートブックコンピュータ、サーバコンピュ
ータ、ハンドヘルドコンピュータ、カメラ制御ユニット、タブレットコンピュータなどの
幅広い種類のコンピューティングデバイスのいずれかとすることができる。
【００２９】
　コンピューティングデバイス６００は、１つ又は２つ以上のプロセッサ６０２と、１つ
又は２つ以上のメモリデバイス６０４と、１つ又は２つ以上のインターフェース６０６と
、１つ又は２つ以上の大容量記憶デバイス６０８と、１つ又は２つ以上の入力／出力（Ｉ
／Ｏ）デバイス６１０と、表示デバイス６３０とを含み、これらすべてはバス６１２に結
合され得る。プロセッサ６０２は、メモリデバイス６０４及び／又は大容量記憶デバイス
６０８に格納される命令を実行する１つ又は２つ以上のプロセッサ又は制御装置を含む。
プロセッサ６０２は、キャッシュメモリなどのさまざまな種類のコンピュータ読み取り可
能媒体を含むこともできる。
【００３０】
　メモリデバイス６０４は、揮発性メモリ（例えば、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）
６１４、及び／又は不揮発性メモリ（例えば、リードオンリーメモリ（ＲＯＭ）６１６）
などのさまざまなコンピュータ読み取り可能媒体を含む。メモリデバイス６０４は、フラ
ッシュメモリなどの書き換え可能なＲＯＭを含むこともできる。
【００３１】
　大容量記憶装置６０８は、磁気テープ、磁気ディスク、光ディスク、ソリッドステート
メモリ（例えば、フラッシュメモリ）などのさまざまなコンピュータ読み取り可能媒体を
含む。図６に示すように、特定の大容量記憶デバイスはハードディスクドライブ６２４で
ある。さまざまなドライブはまた、さまざまなコンピュータ読み取り可能媒体からの読み
取り、及び／又は、コンピュータ読み取り可能媒体への書き込みを可能にするための大容
量記憶デバイス６０８に含まれ得る。大容量記憶デバイス６０８は、リムーバブル媒体６
２６及び／又は非リムーバブル媒体を含む。
【００３２】
　Ｉ／Ｏデバイス６１０は、コンピューティングデバイス６００にデータ及び／又は他の
情報を入力したり、又はコンピューティングデビバイス６００から取得したりできるよう
にするさまざまなデバイスを含む。例示的なＩ／Ｏデバイス６１０としては、デジタル撮
像デバイス、電磁センサ及びエミッタ、カーソル制御デバイス、キーボード、キーパッド
、マイク、モニタ、他の表示デバイス、スピーカー、プリンタ、ネットワークインターフ
ェースカード、モデム、レンズ、ＣＣＤ又は他の画像キャプチャーデバイスなどが挙げら
れる。
【００３３】
　表示デバイス６３０は、コンピューティングデバイス６００の１つ又は２つ以上のユー
ザに情報を表示可能なあらゆる種類のデバイスを含む。表示デバイス６３０の例としては
、モニタ、ディスプレイ端子、映像投影デバイスなどが挙げられる。
【００３４】



(10) JP 2016-514499 A 2016.5.23

10

20

30

40

50

　インターフェース６０６は、コンピューティングデバイス６００に他のシステム、デバ
イス、又はコンピューティング環境と情報を交換させるさまざまなインターフェースを含
む。例示的なインターフェース６０６は、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）、ワイ
ドエリアネットワーク（ＷＡＮ）、無線ネットワーク、及びインターネットに対するイン
ターフェースなどの任意の数の異なるネットワークインターフェース６２０を含むことが
できる。他のインターフェースとしては、ユーザインターフェース６１８及び周辺デバイ
スインターフェース６２２が挙げられる。インターフェース６０６は、１つ又は２つ以上
のユーザインターフェース６１８も含むことができる。インターフェース６０６は、プリ
ンタ、ポインティングデバイス（マウス、トラックパッドなど）、キーボードなどの１つ
又は２つ以上の周辺インターフェースを含むこともできる。
【００３５】
　バス６１２により、プロセッサ６０２、メモリデバイス６０４、インターフェース６０
６、大容量記憶デバイス６０８、及びＩ／Ｏデバイス６１０は、互いに、並びにバス６１
２に結合された他のデバイス又は構成部品と通信できるようにする。バス６１２は、シス
テムバス、ＰＣＩバス、ＩＥＥＥ　１３９４バス、ＵＳＢバスなどのいくつかの種類の１
つ又は２つ以上のバス構造を表す。
【００３６】
　説明のため、プログラム及び他の実行可能なプログラム構成要素を、個別のブロックと
して本明細書において示す場合があるが、このようなプログラム及び構成要素は、さまざ
まな時点でコンピューティングデバイス６００における異なるストレージ構成部品の中に
存在してもよいし、プロセッサ６０２により実行され得ることを理解されたい。代替的に
、本明細書に記載したシステム及び手順は、ハードウェア、又はハードウェア、ソフトウ
ェア、及び／又はファームウェアの組み合わせで実行することができる。例えば、１つ又
は２つ以上の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）は、本明細書に記載したシステム及び手
順のうちの１つ又は２つ以上を実行するようにプログラムすることができる。
【００３７】
　図７は、電磁エネルギーの複数の波長を放出する複数のレーザー束を有するレーザー照
明システムの実装を示す。図からわかるように、照明システム７００は、ファイバオプテ
ィックス７５５を介して一緒に光学的にすべてを結合する読み取りレーザー束７２０と、
緑色レーザー束７３０と、青色レーザー束７４０とを含むことができる。図からわかるよ
うに、レーザー束のそれぞれは、特定のレーザー束又は波長の出力を感知するための、対
応する光検出素子又は電磁センサ７２５、７３５、７４５をそれぞれ有することができる
。
【００３８】
　本明細書に記載したさまざまな特徴は、当該技術分野において重要な利点及び進歩をも
たらすことが理解されたい。以下の実施形態は、これらの特徴のいくつかを例示するもの
であり得る。
【００３９】
　前述の発明を実施するための最良の形態では、本開示のさまざまな特徴を、本開示を簡
素化する目的で１つの実施形態にまとめてグループ化する場合がある。本開示の方法は、
特許請求される本開示が、請求項それぞれで明白に列挙され得る特徴要素よりも多くの特
徴要素を必要とするという意図を反映するものとして解釈されるべきではない。むしろ、
発明の態様は前述の開示の単一の実施形態のすべての特徴より少ない特徴にある。
【００４０】
　上記の構成は、本開示の原理における用途を単に例示するものであってもよいことを理
解されたい。多数の改造及び代替的構成は、本開示の趣旨及び範囲を逸脱することなく当
業者によって考案され得るものであり、添付の特許請求の範囲はそのような改造及び構成
を包含するように意図され得る。
【００４１】
　したがって、本開示を、具体的かつ詳細に図面に示して上記に説明してきたが、大きさ
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、材料、形状、形態、機能及び動作の方法、組み立て及び用途の変形を含むが、これらに
限定されない多数の改造を、本明細書で説明した原理及び概念を逸脱することなく行うこ
とができることは、当業者であれば明らかであろう。
【００４２】
　更に、適切な場合、本明細書に記載される機能を、ハードウェア、ソフトウェア、ファ
ームウェア、デジタル構成部品、又はアナログ構成部品のうちの１つ又は２つ以上で実行
することができる。例えば、１つ又は２つ以上の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）は、
本明細書に記載したシステム及び手順のうちの１つ又は２つ以上を実行するようにプログ
ラムすることができる。特定の用語は、以下の説明及び特許請求の範囲の全体にわたって
特定のシステム構成部品を参照するのに使用することができる。当業者には理解されるよ
うに、構成要素を異なる名称によって呼んでいる場合がある。本明細書では、名称が異な
るが機能は異ならない構成要素を区別することは意図していない。
【００４３】
　上述の説明は、例示及び説明を目的として提示されたものである。包括的であることも
、開示されたまさにその形態に本発明を限定することも意図していない。上記の教示を考
慮すれば、多くの改造又は変形が可能である。更に、前述の代替的実装のいずれか又はす
べては、本開示の追加のハイブリッド実装を形成するのに望ましい任意の組み合わせで使
用することができることに留意されたい。
【００４４】
　更に、本開示における特定の実装を記載し、説明したが、本開示は、記載しかつ説明し
た部分の特定の形態及び構成に限定されるものではない。本開示の範囲は、添付の特許請
求の範囲、本明細書及び異なる出願で提出された任意の将来の特許請求の範囲、及びその
均等物により定義されるべきものである。
【００４５】
〔実施の態様〕
（１）　急速なデューティサイクルを有する内視鏡デバイスで使用するための照明システ
ムであって、
　光エミッタと、
　光ファイバケーブルと、
　前記光エミッタから放出された光エネルギーを感知するように前記光ファイバケーブル
に配設された電磁センサと、
　前記電磁センサ及び前記光エミッタと電子通信する制御回路と、を備え、
　前記制御回路が、前記光エミッタによって生成される前記光ファイバケーブルの電磁エ
ネルギーに対応する、前記電磁センサによって生成された信号に反応して前記光エミッタ
のデューティサイクルを制御する、照明システム。
（２）　前記電磁センサがフォトダイオードである、実施態様１に記載の照明システム。
（３）　前記光エミッタが複数のレーザーエミッタを含むレーザーエミッタである、実施
態様１に記載の照明システム。
（４）　前記複数のレーザーエミッタが複数の波長を放出する、実施態様２に記載の照明
システム。
（５）　それぞれが前記複数の波長の１つに対応する複数の電磁センサを更に含む、実施
態様４に記載の照明システム。
【００４６】
（６）　前記電磁センサが、前記複数のレーザーエミッタのそれぞれを独立して感知する
ことができる、実施態様５に記載の照明システム。
（７）　前記電磁センサと電子通信する演算増幅器回路を更に含む、実施態様１に記載の
照明システム。
（８）　光欠乏環境で使用するためのシステムであって、
　内視鏡と、
　光照明システムとを備え、前記光照明システムが、
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　光エミッタと、
　光ファイバケーブルと、
　前記光エミッタから放出された光エネルギーを感知するように前記光ファイバケーブル
に配設された電磁センサと、
　前記電磁センサ及び前記光エミッタと電子通信する制御回路と、を備え、
　前記制御回路が、前記光エミッタによって生成される前記光ファイバケーブルの電磁エ
ネルギーに対応する、前記電磁センサによって生成された信号に反応して前記光エミッタ
のデューティサイクルを制御し、
　前記内視鏡と前記光照明システムとが動作中のタイミングに関して同期している、シス
テム。
（９）　前記電磁センサがフォトダイオードである、実施態様８に記載のシステム。
（１０）　前記光エミッタが複数のレーザーエミッタを含むレーザーエミッタである、実
施態様８に記載のシステム。
【００４７】
（１１）　前記複数のレーザーエミッタが複数の波長を放出する、実施態様１０に記載の
システム。
（１２）　それぞれが前記複数の波長の１つに対応する複数の電磁センサを更に含む、実
施態様１１に記載のシステム。
（１３）　前記電磁センサが前記複数のレーザーエミッタのそれぞれを独立して感知する
ことができる、実施態様１２に記載のシステム。
（１４）　前記電磁センサと電子通信する演算増幅器回路を更に備える、実施態様８に記
載のシステム。
（１５）　急速なデューティサイクルを有する照明システムであって、
　光エミッタと、
　光ファイバケーブルと、
　前記光エミッタから放出された光エネルギーを感知するように前記光ファイバケーブル
に配設された電磁センサと、
　前記電磁センサ及び前記光エミッタと電子通信する制御回路と、を備え、
　前記制御回路が、前記光エミッタによって生成される前記光ファイバケーブルの電磁エ
ネルギーに対応する、前記電磁センサによって生成された信号に反応して前記光エミッタ
のデューティサイクルを制御する、照明システム。
【００４８】
（１６）　前記電磁センサがフォトダイオードである、実施態様１５に記載の照明システ
ム。
（１７）　前記光エミッタが複数のレーザーエミッタを含むレーザーエミッタである、実
施態様１５に記載の照明システム。
（１８）　前記複数のレーザーエミッタが複数の波長を放出する、実施態様１６に記載の
照明システム。
（１９）　それぞれが前記複数の波長の１つに対応する複数の電磁センサを更に含む、実
施態様１８に記載の照明システム。
（２０）　前記電磁センサが、前記複数のレーザーエミッタのそれぞれを独立して感知す
ることができる、実施態様１９に記載の照明システム。
【００４９】
（２１）　前記電磁センサと電子通信する演算増幅器回路を更に含む、実施態様１５に記
載の照明システム。
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